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2022 年 11 月吉日  

成蹊大学 Society 5.0 研究所主催  

『未来法学』刊行記念シンポジウム 

「法学者の描く未来予想図―企業の活動・市民の生活」開催（会場参加） 

 

 成蹊大学（東京都武蔵野市、学長：森雄一）は、2022 年 11 月 26 日（土）に成蹊大学 Society 5.0 研

究所主催 『未来法学』刊行記念シンポジウム「法学者の描く未来予想図―企業の活動・市民の生活」（会

場参加）を開催します。 

 本シンポジウムは、本学未来法学研究所が進めてきた共同研究「2030 年の日本社会における人のつな

がりと法」の成果として論文集『未来法学』が刊行されたことを記念し開催。執筆者の中から 6 名がパネ

リストとして登壇し、「企業活動とステイクホルダー」「市民生活・家族生活と個人」という二つのテーマ

について議論・提言をしていきます。概要は以下の通りです。 

 

『未来法学』刊行記念シンポジウム「法学者の描く未来予想図―企業の活動・市民の生活」 

【開 催 日 時】 11 月 26 日（土）14:00～16:00  （開場：13:30） 

【会場・定員】 成蹊大学 6 号館 3 階 301 号室／200 名（申込順） 

 

【出演者】    

■パネルディスカッション１「企業活動とステイクホルダー」 

司 会：北川  徹（成蹊大学法学部教授）     

パネリスト：原  昌登（成蹊大学法学部教授） 

      湯原 心一（成蹊大学法学部教授） 

      八木 敬二（成蹊大学法学部専任講師） 

■パネルディスカッション２「市民生活・家族生活と個人」 

司 会：金  光旭（成蹊大学法学部教授） 

パネリスト：高橋 朋子（成蹊大学法学部教授） 

      建部  雅（成蹊大学法学部教授） 

      三田 奈穂（成蹊大学客員教授） 

 

司 会 進 行：渕 史彦 （成蹊大学法学部 准教授） 

 

【お申込（無料）】 以下の URLより申込サイトへアクセスし、氏名・メールアドレス等を登録。 

https://www.seikei.ac.jp/university/sss/ 

 

【申込期間】 10月 31日（月）～11月 26日（土）12:30 

 

【資 格】どなたでもご参加いただけます。  

【主 催】成蹊大学 Society 5.0 研究所 

https://www.seikei.ac.jp/university/sss/
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＜補足説明資料＞ 

 

■「Society 5.0」について 

サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより経済発展

と社会的課題の解決を両立する、人間中心の新たな社会のことです。狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会

（Society 2.0）、工業社会（Society 3.0）、情報社会（Society 4.0）に続く、5 番目の Society。ロボット

や AI（人工知能）、IoT（モノのインターネット化）といった科学・技術の革新を推し進めるとともに、

それを制御して現在と将来の人々にとって幸福なものとなる社会の構築を目指します。 

 

■成蹊大学「Society 5.0研究所」について 

2020 年 4 月、その前年に開学 70 周年を迎えた成蹊大学が三菱創業 150 周年記念事業委員会からご支

援を頂いて、Society 5.0 研究所を開設しました。産官学のリーダーや研究者が分野を超えてスクラムを

組み、Society 5.0 を切り開くべく、以下の 3 つの柱を立てて、学融合的な研究と人材育成を行っていま

す。 

● 学融合的研究 

技術進歩の社会的影響や倫理的課題等を学融合的に研究する。 

● 連携実践活動 

他機関（企業・自治体等）と連携して、社会課題解決に向けた実践的な活動を行う。 

● 人材育成活動 

大学の講座運営、小中高大用教材開発、小中高教員・民間企業等に向けた研修等を行う。 

 

※ 今回の講演会は、2021 年 9 月に開催した成蹊大学 Society 5.0 研究所開設記念フォーラム「Society 

5.0 を生きる」に続く 9 回目の企画となります。 

       

 

 

 


